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3. Nb3Sn超伝導テープマグネットの磁気的不安定性
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Nb3Snテープ導体 のDiskを 多数枚 円柱状 に積 み重ね て, テープ ･マグネ ッ ト
の巻 線 の一部 を模擬 した. そ して異 な る冷却状況 (Disk面冷却, Disk周 囲長
冷却, 半断熱 )の も とでのFJの振 舞 いを4.2-1.8Kの温度範 囲で調べ,
FJの 回避策 を兄 いだ した.
実験 はDisk面 に垂 直な方 向の磁場 を掃引 し, 試料 の まわ りに配置 した ピ ッ
ク･ア ップ ･コイルの電圧 を読 み取 った.

Disk面冷却 を採用 し, 超 流 動ヘ リウム (<2.17K)を冷媒 に選ぶ こ とで,
最 も安定化 がはかれ る こ とがわ か った.

また実験 では, Major FJとMinorFJという異 な る二種 類 の ジャンプが観 測
され た. テープ導体 にお け る磁気 的不安定性 は, 後 者 に支配 されて いる と考

えた. そ こでテー プ ･マ グネ ッ トの電流掃 引 中に周期 的 に擾乱 を加 え, 磁化 を

事前 に崩す ことでMinorFJを消滅 させ, 不安定 性要 因 の排 除 を行 な った.
以 上の二つ をも とにテ ー プ .マグネ ッ トの クエ ンチ電流 の改善を行 った結 果,

4.2Kにお けるクエ ンチ電流 値 か ら64%もの増加 が得 られ た.

4.酸化物高温超伝導体の交流帯磁率

小 野 優

酸化物超伝導体の臨界電流密度は､合金超伝導体のそれに比べて低い｡その理由の一つに､結晶粒

相互の結合が良くな､いことが上げられている｡ そこで我々は､結晶粒間での超伝導に関する特性が交

流帯磁率に現れることに着目し､交流帯磁率測定の結果から､粒間の結合の向上に､有効な方法を調

べた｡

試料には純粋なYBa2Cu307_∂と､そのCuの一部をAgで代用 したものを用い､それぞれの交流

帯磁率を測定し､その結果から､結晶粒間臨界電流密度を求めた｡

結晶粒間臨界電流密度を､純粋な試料とAg代用の試料について比較すると､Agを代用した試料

の方が高い値を持つことがわかった｡

これより､Agを少量代用することは､結晶粒相互の結合の向上に有効な方法であることがわかっ

た｡
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